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2009年 10月～ 2012年 3月，リーダ ：ー角田太作）の成果です。本論の執筆にあたり，査読をご担当くださっ
た国立国語研究所の査読委員の先生に，多くの貴重なコメントを頂きました。心より感謝申し上げます。



































ぶんなおさら，いっそう（此島（1983: 184），森田・松木（1989: 101），前田（2009: 152），益岡（2011: 
5）など参照），また，かえって（中里（1995: 88），田中（2010: 154）参照）といった意味が表れ
































¹ ただし，Narrog（2009: 157–158）は，subordinate moodとして，譲歩条件節に現れる命令形の -(y)ooについ
て言及している。















































































































（21）  彼は帰って来た｛のだから／ *から｝，彼女を愛しているのだ。（IV）
（22）  安田はあの四分間の見通しを知っている。鎌倉の妻のところへ始終行っている｛のだから
／？から｝，いつかそれに気づいていたに違いない。（IV）（松本）




































（28）  商売をする｛からには／ *から｝，一時的でなく永続的であってほしい。（IV）（星）
（29）  あれだけのことがおきた｛からには／？から｝，よほどのことがあったにちがいない……。
（IV）（立原）
（30）  だが，おまえが金時計をさげるという｛からには／ *から｝，何かいい話でももちあがっ
たのかい。（V）（山本）













I II III IV V
カラ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
モノダカラ ＋ ＋ ＋ － ＋
ノダカラ － － － ＋ ＋



















³ 角田（2004: 27, 56）は，ナラは I「現象描写」のレベルで不自然ながら使えるという扱いをしていた。しか
しながら，その後間違いであることに気づき，2011年に本書を増刷した折に修正した。第 2刷では，ナラは
I「現象描写」のレベルでは用いないとしてある。
































































I II III IV V
ナラ － （＋） （＋） ＋ ＋
モノナラ 1 ＋ ＋ ？ － －
モノナラ 2 － － － ＋ ＋



























































（70）  太郎さんは長い間ケガで試合に出られなかった｛だけに／ ?だけ｝，今回の優勝はことさ
ら嬉しいでしょう。（IV）
（71）  西のローマが衰退しつつあった｛だけに／ *だけ｝，「新ローマ」とも呼ばれたコンスタ
ンティノープルの急速な発展は，当時の人々の注目を集めるに充分であったろう。（IV）
（塩野）
（72）  互いへのいとしさだけが熱く燃えさかっていて，それが突然であった｛だけに／ *だけ｝，
別れてしまうと相手がこの世に存在しなくなるような気がするのではないかという，その
不安だけで一緒にいたのかもしれない。（IV）（筒井）
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（73）  館長はまた，苦しげに咳き込んだ。学究肌のまじめな人柄｛だけに／ *だけ｝，口裏をあ
わせるというのがひどく苦痛であるようだった。（IV）（八木）
（74）  古代史における長岡京の持つ意義が高まっている｛だけに／ *だけ｝，一刻も早く保存の
手が差しのべられるべきであろう。（IV）（山中）









































I II III IV V
ダケ ＋ ＋ ＋ － －
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Modality in Clause-linkage Markers
TSUNODA Mie
Project Collaborator, National Institute for Japanese Language and Linguistics [–2012.03]
Abstract
Japanese has a few sets of clause-linkage markers (‘CLMs’) — such as the causal CLMs =kara, 
=nodakara and =monodakara — in which each set consists of a morpheme and other compound 
forms that are created by adding one or more other elements to this morpheme. Th e present 
paper deals with the following three sets: (i) =kara, =monodakara, =nodakara, =karaniwa, (ii) =nara, 
=mononara, and (iii) =dake, =dakeni.
  In such sets of CLMs, adding an element or elements may create a modal meaning in the resultant 
forms. Th at is, the meanings of the compound forms become specialized. When this specialization 
takes place, the environments in which they can be used also become specialized. Specifi cally, in 
terms of the fi ve levels of clause linkage (Tsunoda 2003, 2004, forthcoming), these environments 
become narrower and, furthermore, the distribution of the use of =monodakara, =mononara and 
=dakeni becomes discontinuous. Th is phenomenon is a nice illustration of markedness theory. 
Namely, those CLMs that are marked morphologically become marked semantically as well, and 
they are restricted to a narrower range of environments accordingly. Th at is, they become marked 
syntactically, too.
Key words: =monodakara, =mononara, =dakeni, =karaniwa, markedness
